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あらまし：算数文章題の作問学習を支援するシステムとしてモンサクンが実現されており，実践的にも利

用されている．このモンサクンにおける作問では，間違った作問とそこからの修正を繰り返しながら正し

い問題にたどり着くといった探索的な活動が多く見られることが分かっている．このような探索的活動を

学習活動として効果的なものとするためには，学習者に自分の行った誤りとその誤りの修正を振り返らせ

ることが重要であると考え，本研究では作問誤りとその修正に対する振り返りをタスク化し，その支援機

能を実現した． 
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1. はじめに 

算数文章題を解決するためには，問題の構造を把

握していることが重要である．学習者に問題の構造

を把握させるための学習方法として，問題を解くの

ではなく作ることで問題に対する理解を深める作問

学習がある (1) (2)
 ． 作問学習は解法の適用条件の理

解や解法の定着が期待される．その反面，作成され

る問題が学習者によって異なるため，個別の指導が

必要になるという問題点がある 
(3)

 ．二項演算で表

すことのできる文章題は，ある量の存在を表す文で

ある存在文 2 つと量と量の関係を表す文である関係

文 1 つの 3 文からなるという性質を利用したモデル

に三文構成モデルがある．三文構成モデルにより作

問学習をモデル化することによってこの問題を解決

している． 

算数の和差を対象とした作問学習支援システム

「モンサクン Touch」(4)
(以下，モンサクン)では，三

文構成モデルによる作問活動のシステム化を実現し

ている．モンサクンは，三文構成モデルを構築する

ある文(以下，単文)を選択肢から選択する方式なの

で，問題の制約条件について考えず，探索的に回答

を作る学習者が存在し，そのような学習者は作問学

習で理解してもらいたい内容を十分に理解してもら

えない可能性がある．探索的活動を通した学習をよ

り効果的なものとする一つの有力な方法が，学習者

自身に探索の過程を振り返らせることである．この

作問学習においては，学習者自身が行った誤った作

問に対して誤りの箇所を指摘させ，さらに，その作

問から正しい作問への修正を行わせることで，この

振り返りがタスク化できると考えた． 

先行研究では，モンサクンによる作問活動中で正

しい文章題を構成する際使用しない単文カードを用

いて，別の条件に沿った問題を作ることで学習者に

作問課題の制約を把握させ，文章題の構造の理解を

促進させることがなされているが(5)，なぜこのカー

ドは使えてこのカードは使えないのかという説明を

すべての要素について行う活動はコストがかかるた

め実施が困難としている． 

本研究では，モンサクン上で学習者の間違いに対

し学習者自身が指摘することで，学習者が間違いの

振り返りを行い，文章題構造の理解を深める方法の

提案を行う． 

 

2. 振り返り活動の実装 

2.1 振り返り活動の設計と実装 

文章題構造の理解を深める方法として，学習者の

作成した文章題の間違っている部分を選択し指摘す

る指摘タスクと，指摘した内容に沿ってカードの入

れ替えを行い正しい回答を作成する入れ替えタスク

からなる振り返り活動を定義する．この活動は，学

習者自身の行った作問のログに基づいて行う． 

 

 
図 1 指摘タスク画面 

指摘タスクでは，学習者が問題を解くうえで作成

した間違った文章題があらかじめ入っており，カー

ド上のキーワードを選択することで指摘箇所を指定

することができる(図 1)． 
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画面下部の「おしえる」を選択することで指摘箇

所についてのフィードバックを得ることができる

(図 2)． 

 

 
図 2 指摘タスクのフィードバック 

 

フィードバックでは，指摘の必要性，指摘の適切

性について評価され，指摘が必要なある制約に対し

適切な指摘がされていた場合，入れ替えタスクへ移

行する． 

入れ替えタスクでは，異なるカード 2 枚を選択す

ることで，カードを入れ替えることができる．指摘

タスクで行った指摘をもとにカードの入れ替えを行

う(図 3)． 

 

 
図 3 入れ替えタスク画面 

 

画面下部の「おしえる」を選択することで，指摘

タスク同様に入れ替え後の回答についてのフィード

バックを得ることができる．入れ替え後の回答が間

違いである場合，再度指摘タスクに移行するか，入

れ替えタスクを再度行うことになる．正しい回答を

作ることができた場合，次の問題へ進む(図 4)． 

 

 
図 4 正解フィードバック 

2.2 振り返り活動での制約と扱える誤答範囲 

モンサクンで用いられている制約の項目は，物

語・計算式・数量・オブジェクト・文構造の 5 つで

ある(以下，作問の制約)．それに対し，振り返り活

動では文章上でどの部分が間違っているかを示すこ

とのできる物語・計算・オブジェクトの 3 つと定義

する(以下，指摘の制約)．計算と物語は，文章題が

問題の示したこれらの制約のものとなっているかど

うかについて，オブジェクトは文章題のオブジェク

トは整合性が取れているかどうかということを表す．

作問の制約の文構造を満たしていない誤答について

は，指摘の制約のいずれも判別不可能になるため，

指摘タスクで扱う範囲外とする． 

 

3. 実験的評価の計画 

3.1 実験概要 

本システムで行う振り返り活動が学習者の自己克

服を促すものとして妥当であるかを検証するため，

算数文章題について十分理解している人を対象に実

験を行う．  

3.2 実験手順 

実験参加者はまず，「モンサクン」の概要と操作方

法について，本システムで実施する振り返り活動に

ついての説明を受ける．その後，用意された和差の

算数文章題の誤答について振り返り活動を行う．こ

こで出題する誤答は想定した誤答の全種類である．

その後，用意された和差の算数文章題 4 問の正答の

一部を実験参加者自身で変更し誤答を作成する．作

成した誤答がシステムで扱えるものでない場合は，

どのようにして振り返りを行うか実験参加者に記述

してもらう．後者の活動について，実験参加者は同

じ問題について複数の間違いを作ることができ，

様々な間違え方を試すことが目的となる． 

 

4. まとめと今後の課題 

本稿では，作問学習システムのモンサクンを用い

て学習者が自身の誤答に対し振り返り活動を行う方

法と実験計画について提案した．モンサクンによる

作問活動は，大人にとっても思考を促進できる活動

になっていることが確認できており，大人に使わせ

たこの実験にも意義があると考えている．今後の課

題として，実験的評価に基づいて児童での利用を目

指したインタフェースの設計とタスクの再設計を行

うこと，前述の実験的評価に沿って実験を行い，シ

ステムの実用性の検証を行うことが挙げられる． 
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